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函館⾼専のご紹介
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1962年創⽴
（⾼専1期校）

現在3学科
・ ⽣産システム⼯学科
・ 物質環境⼯学科
・ 社会基盤⼯学科

道南地区唯⼀の⼯業系⾼等教育機関
⼀番近い⼤学⼯学部 室蘭⼯業⼤学（195 km）

本事業によって機器が直接操作できる意義⼤



SHARE事業1年⽬（2019年度）
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2019年9⽉10⽇︓キックオフシンポジウム（⻑岡技科⼤）

2020年2⽉4⽇︓函館⾼専での打合せ・半遠隔操作
函館⾼専→⻑岡技科⼤・⾛査電⼦顕微鏡（Hitachi/FlexSEM1000ll）

スムーズな操作 → 事業2年⽬からの遠⽅⾼専本格参⼊に強い期待



SHARE事業2年⽬（2020年度） 遠⽅⾼専本格参⼊
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2020年1⽉28⽇ COVID-19感染者 札幌市 1名
2⽉19⽇ 七飯町 1名
2⽉22⽇ 函館市 2名

函館⾼専の対応

2⽉25⽇以降 スポーツ⼤会・卒業式等 集合での⾏事は基本的に中⽌
4⽉7⽇－8⽉中旬 授業はすべて遠隔授業・学⽣校舎内⽴ち⼊り禁⽌

学⽣実験は基本的に後期に移動

授業⽇数の関係でいくつかは前期開講



前期開講実験の例（函館⾼専・物質環境⼯学科）
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4年⽣ 機器分析
例年 実験講義の後に分析装置*を使った実習→レポート作成

* XRD，GC, TG-DTA, NMR, IR, SEM 
今年度 あらかじめ教員が作成した講義動画を学⽣が閲覧し，教員があらかじめ

⽤意した結果を使ってレポート作成

講義動画のスクリーンショット

SHARE事業で直接電⼦顕微鏡観察できるのでは??? 遠隔授業対応に慣れてきてから気づく…



2020年8⽉28⽇︓完全遠隔利⽤（函館⾼専→⻑岡技科⼤）
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函館⾼専の寺⾨准教授と学⽣が、⻑岡技科⼤の電界放出形⾛査電⼦顕微鏡（Hitachi/SU8230）を遠隔利⽤し
ました。Microsoft Teamsを⽤いて遠隔操作し、実際の観察の様⼦や得られる結果などを確認しました。
現在は遠隔操作にマウスを⽤いていますが、9⽉末にはUSB操作パネルの導⼊を予定しており、操作性の向上
が期待されます。

学校内Wifi，平成25年購⼊PCでもある程度⼗分な操作性



遠隔利⽤実績
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1  8/28 長岡技科大 電界放出形走査電子顕微鏡 SU8230 函館高専 寺門 完全遠隔 （Teams）
2  9/17 長岡技科大 走査電子顕微鏡 FlexSEM1000Ⅱ 函館高専 高専生 完全遠隔 （Zoom）
3  9/23 長岡技科大 走査電子顕微鏡 JSM-IT200 函館高専 阿部・寺門 完全遠隔 VPN （Zoom）
4  9/23 豊橋技科大 顕微フーリエ変換赤外分光光度計 FT/IR-6600 函館高専 松井 半遠隔 （Teams）
(5)  9/23 長岡技科大 走査電子顕微鏡 FlexSEM1000Ⅱ 出張先より 齊藤先生 完全遠隔 （Teams）
6  11/18 長岡技科大 X 線光電子分光装置 JPS-9010TR 函館高専 寺門 完全遠隔 （Zoom）
7 12/3 長岡技科大 X 線回折装置 SmartLabⅡ 函館高専 阿部 完全遠隔 VPN 

走査電子顕微鏡（Zoom） JSM-IT200
(8) 12/3 豊橋技科大 低真空走査電子顕微鏡 SU3500 群馬高専 平先生

出張先より 小松先生 齊藤先生 完全遠隔 （Teams）
(9)  12/3 富山高専 透過電子顕微鏡 JEM-2100 長岡技科大 出張先より 齊藤先生 半遠隔 （Zoom）
10 12/4 長岡技科大 走査電子顕微鏡 FlexSEM1000Ⅱ 函館高専 阿部 完全遠隔 VPN （Zoom）
11  3月予定 長岡技科大 X 線回折装置 SmartLabⅡ 函館高専 寺門 完全遠隔 VPN 



SHARE事業による函館⾼専の整備状況
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夢創造ラボ函館（⻑岡技科⼤サテライトラボ）

ほかに電⼦顕微鏡関連部品など



SHARE事業による函館⾼専の整備状況
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遠隔実験を円滑に⾏える環境実現

夢創造ラボ函館
⾛査電⼦顕微鏡
FlexSEM1000Ⅱ操作パネル
JSM-IT200操作パネル

X線回折装置
SmartLab II操作専⽤PC

etc. 

インターネット
回線

VPN回線



今後の展望
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SHARE: 多⽤な機器を直接操作できる距離を縮めてくれる存在

・教職員の研究利⽤
・技術職員間の技術交流利⽤

→ ナノスーツ法による微⽣物観察

・教育⾯での利⽤
→ ICT教育推進における有効なツール

XRD教育データベース化 etc.

謝辞︓⻑岡技術科学⼤学ほかSHARE関係の皆様に謝意を表します。引き続きよろしくお願いいたします。

0.5 wt% Tween20付加
による乳酸菌の観察


